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ゲノム医療研究のプラットフォーム利活用システムの構築

ゲノム医療実現に向けた研究の推進のため、バイオバンク・ネットワークを構築し、
● 横断検索システムの運用を行い、利用者のニーズに対応したシステムの高度化
● 研究者の研究開発計画の立案や倫理審査等の手続きの支援等 
を実施し、試料・情報の利活用システムを構築する。
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→60万人 →163万検体



同意情報

試料品質管理情報
疾患特異的臨床情報

ーム

解析
情報 (シークエンサー)

臨床情報 拡充

利活用コーディネート

横断検索システム
の高度化

利活用支援
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 アカデミアへの利用者ニーズ調査
ISBER､BioJapan､日本薬学会､日本人類遺伝学会､日本疫学会､情報計算化学生物学会､

日本分子生物学会、日本薬理学会､日本バイオインフォマティクス学会などの学会へ出展
し、利用者ニーズ調査を実施した。

 産業界への利用者ニーズ調査
日本製薬工業協会
日本製薬工業協会研究開発委員会において利用者ニーズ調査を行った。
主な意見は以下の通り。
１．病名による検索、併発疾患による検索、がんの組織型による検索
２．産業界が試料・情報を利用できる同意(IC)の有無の明示
３．試料採取の年月、保管温度・期間・凍結融解などの明示（試料品質管理情報）
４．Webによる利用の問合せ対応、事前相談、共通Webフォームによる申請受付

日本臨床検査薬協会
日本臨床検査薬協会への説明会を開催し、
利用者ニーズ調査を実施した。

利用者連携によるニーズ調査
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試料品質管理に関する共通項目

SPREC, BRISQ, CAPの国際標準に準拠 4



協力者 601,644人
試料 1,632,412個
解析情報 321,152件

協力者

2024年2月更新

~ 8,500疾患

検索対象の試料・情報 試料
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解析情報



バイオバンク横断検索システム
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検索

産業界で利用可能な
同意かを検索

病名による検索

解析情報による検索

7



8

検索結果
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性別､病名､年齢､体重､BMI､喫煙
による検索が可能

試料種類(液性･組織)､保管温度
による検索が可能

EUのネットワーク
BBMRI-ERICとの連携

ISO/TC276での国際規格の提案

Sample Locator

国際連携による国際標準化



90ケ国の600超の機関が参加する
ゲノム医療・医学の促進を目指す対話の場

Pheno
packets

同意･利用条件
標準化

表現型情報
標準化

Nat Biotech 2022Cell Genomics 2021

国際的な標準の策定・導入
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バイオバンク･ネットワークの試料･情報の検索1
試料･情報の利用の問合せ・事前相談2 Webフォームによる利用の問合せ対応
利用窓口による問合せの受付・事前相談

試料･情報の利用申請準備3
試料･情報の利用申請4 共通のWebフォームによる利用申請

利用申請書の作成支援
倫理支援 および 中央倫理委員会による審査

横断検索システムによる検索
検索のサポート

手続きの標準化

試料･情報の検索から利用申請まで
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利用者

横断検索

希望試料・情報が
３施設のバイオバンク
にあることがわかった

肺線維症の凍結切片が45検体必要だ
横断検索システムで調べてみよう

研究計画
の立案

Aバイオバンク  44検体
Bバイオバンク  3検体
Cバイオバンク  6検体
保有しています

バイオバンク･ネットワークの試料･情報の検索1
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Webフォームによる利用の問合せ対応

利用問合せのWebフォームにて利用窓口へご相談いただければ
バイオバンクのマッチングから事前相談、利用申請までサポートします

問合せ
(Webフォーム)

利用窓口
問合せ受付検索結果の

アップ
ロード

利用者

横断検索
バイオバンク 

３施設のバイオバンクへ問合せをしたい

試料･情報の利用の問合せ･事前相談2

まず、費用と納期の目安をお知らせします
バイオバンク 1検体の単価(円) 諸経費の目安(円) 納期の目安

Aバイオバンク 22,000 120,000 1.5ヶ月

Bバイオバンク 要相談 要相談 1.5ヶ月

Cバイオバンク 21,500 125,000 要相談

事前相談を行い、利用の見込みが立ち次第、利用申請の準備へ
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利用申請書検索結果の
アップ
ロード

横断検索

作成支援

中央倫理
委員会

試料･情報の利用申請準備3

Webフォーム

研究計画についての
倫理的妥当性の審査

研究計画 倫理
支援

利用申請書の作成支援、倫理支援 横断検索結果、事前相談の内容に基づき支援

利用者

研究計画書
チェックリスト

申請書 共通のWebフォームで
提出できます

倫理審査委員会
承認結果

提出

バイオバンク･ネットワークの試料･情報の
利用のワンストップサービスの構築

利用窓口

試料･情報の利用申請4
利用者

利用窓口
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利用申請システムによる利用申請フローの共通化

利用申請の研究課題ごとの進捗確認

利用申請フローの各ステップにおける対応状況

利用申請のフローを共通化し、プロセスの進捗をわかりやすくする
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利用申請書の共通化

共通のWeb申請フォーム

各バイオバンクの利用申請書
としてダウンロード
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利用者・アクセス数の増加と
利活用件数の増加

1139人
アカデミア 498人(44%)
企業 641人(56%)

累積セッション数
35,390

累積ページビュー数
156,641
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わが国のバイオバンクの国際対応に関する検討委員会 
わが国のバイオバンクの試料・情報を外国へ提供すべきかどうか、提供する場合はい
かなる課題があり、いかなる提供の仕方が望ましいかを検討する。
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高木 利久 委員長

第1回 2023/10/4(水)
我が国のバイオバンクに必要な理念とそれに
基づくビジョンや戦略

第2回 2023/12/5(火)
ゲノム医療推進法、出口規制

第3回 2024/1/9(火)
バイオバンクと経済安全保障

第4回 2024/2/20(火)
今年度のとりまとめ

https://www.amed.go.jp/content/000114920.pdf



バイオバンク･ネットワークが保有する60万人､163万検体の高品質で多様な試
料･情報の利活用促進
横断検索システムの高度化 と 臨床情報の利活用へ

ゲノム医療研究のワンストップでの支援･コーディネートへ

提供者 バイオバンク･ネットワーク アカデミア・産業界

同意取得

民間との協業による研究支援
人対象研究の
デモクラタイズ

中央倫理審査･支援

試料･情報の収集と品質管理のもとでの保管
→ 利用申請システムの整備・提供
試料･情報の適正な研究利用の支援・コーディネート

提供 研究利用
審査･契約

研究支援･コーディネート

信頼
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ニーズ
吸い上げ

情報発信

利活用提案



富山国際大学
高木利久

NCBN
後藤雄一,    服部功太郎
野入英世, 
宮本恵宏,    冨田努
北島 浩二,    松村亮

岡大バイオバンク
森田瑞樹

慶應義塾大学
西原広史

日本生物資源産業利用協議会(CIBER)
中江裕樹, 池田純子

東北メディカル･メガバンク計画
 荻島創一,      横田博
大根田絹子, 長神風二
信國宇洋,     永家聖

京都大学
武藤 学,  松本繁巳, 田澤裕光

東京医科歯科大学
稲澤譲治, 田中敏博, 竹本暁

筑波大学
西山博之, 竹内 朋代

東京医科歯科大学
吉田雅幸, 甲畑 宏子

本研究開発はAMEDの支援を受けて
実施しています。

バイオバンク・ジャパン
村上 善則,   松田 浩一
森崎 隆幸,   井元 清哉
平田 真

神戸大学
松岡広

信州大学
古庄知己

主な研究分担者・協力者
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